











































































1 A県教育センター聴覚障がい教育研修（6月） Zoom・オンデマンド Zoom・クラウド使用
2 B県教育委員会免許認定講習（8月） Meet・オンデマンド クラウド使用・メール
3 C県聴覚支援学校校内研修（9月） Meet・オンデマンド Meet・クラウド使用
4 D地区（6県）聾学校長会夏季研修（9月）一部対面 Zoom・オンデマンド Zoom・クラウド使用・DVD
5 E聴覚支援学校校内研修（10月） 動画映像視聴 DVD（校内サーバー）
6 C県聴覚障害教育担当者研修会(10月 ) Meet・オンデマンド Meet・クラウド使用
7 F県内聴覚支援学校研修会（10月）一部対面 Zoom Zoom
8 G地区（6県）聴覚障害教育研究会（11月） Meet・オンデマンド Meet・クラウド使用
9 H市手話通訳者養成講座理論講座（11月） Zoom・オンデマンド Zoom・クラウド使用
10 Ｉ県聴覚支援学校公開授業研究会（12月） Zoom・オンデマンド Zoom・クラウド使用
11 Ｊ県教育委員会免許認定講習（12月） Zoom・オンデマンド Zoom・クラウド使用
12 Ｋ県教育委員会授業力向上研修（冬期） Meet（予備） Meet（予備）
13 聴覚支援学校全国オンライン研究会（2月） Meet・オンデマンド Meet・クラウド使用・DVD

























































































































































































































53名 12月 42% 58% 62%

































対面で講習を受けた方が成果が上がると思う 6(17%) 0(0%) 7(29%)
オンライン講習のほうが成果が上がると思う 16(46%) 5(16%) 5(21%)
どちらも研修成果は変わらないと思う 13(37%) 19(59%) 10(42%)
































   分けていただけてよかった。
■Zoom使用も含めて、オンラインの場合、スマホは不向きです。バッテリーが熱くなるし、画面も小さい
   ので見づらいからです。誰もがPCやタブレットを持っているわけではないので、画面共有などスライドの





   形は良かったです。
■動画が事前配布だったので、動作確認ができて良かった。また、うちの町はネット環境が悪いので、
   同時配信だとしたら、上手く受信できなかった気がしました。
■オンライン方式の操作に自信がないのと、事前に動画を見ることができ講義の内容がイメージできたのが
   良かったです。
■学期末の忙しい時期にA市で実施されるとなると、遠方のため、受講に足踏みしてしまうところだが
   オンライン実施で参加しやすかった。
■ビデオ視聴は、昼食をとりながらでしたが、一緒に食事中の我が子供たちにとっても興味深かったようで、
   あれこれ言いながら視聴できたのが通常の研修ではないことで、不思議で楽しい時間でした。
■”ここは対面講習だとグループ討議にしているところですけど飛ばします”という部分がありましたが、





   なかったりするため、このようなオンライン研修だと時間を有効に使えてとても良い
■対面でもマイクを通した声だと同じなのですが、機械音は頭にのこりづらい。
5．おわりに
今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、予期せず対面での授業や研修会がなく
なり、オンラインでの対応を求められることになった。撮影や編集のテクニカルスタッフが
いるわけではなく、授業者は授業・講義を行うことに加え、それを画面の向こうの相手に届
教育・教職センター　特別支援教育研究年報 第13号 2021
─ 23 ─
けるという工夫が必要になった。動画作成においては、私のみならず、誰もが、編集・字幕
挿入ソフトなどを駆使した授業・講義づくりになった。
このことにより、改めて以下のような「分かりやすい授業（講義）づくり」の視点に気付
くことができた。
・パワーポイントのスライドの文字の大きさ・分量
・字幕や説明している様子の動画を挿入するために空白にすべきスライドの領域
・録音時のマイクの使い方
・一行あたりの適切な文字数を考慮した字幕
・適切な講義時間、話・活動のバランス　等
しかし、今年度はこれらのことを走りながら行ったに過ぎず、ここでまとめたことは、筆
者個人の経験則に留まっている。今後もオンラインによる講義配信は、続き、今度は質が求
められるようになると考えられる。寄せられたアンケートの結果を踏まえ、さらに充実した
研修が提供できるようにしていきたい。
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